
私立大学図書館協会東地区部会研究部 

 2013 年度第 1 回運営委員・研究分科会合同会議議事録 

 

日 時：2013 年 5 月 17 日（金） 15：00～16：25 

場 所：専修大学 生田キャンパス ９号館２階 92Ｂ会議室 

出席者：【運営委員】 

吉田千草（明治大学）・阿部尚子（清泉女子大学）・坂元真澄（東京都市大学）・ 

    吉井由希子（慶應義塾大学）・高橋晶子（早稲田大学）・佐々木俊介（桜美林大学）・

山本浩二（東京農業大学） 

【事務局】平野光男・齋藤雅彦・宇野直美（専修大学） 

【研究分科会代表者】 

①分類研究分科会 藤倉恵一（文教大学） 

②パブリック・サービス研究分科会 太田優未（立正大学） 

③西洋古版本研究分科会 岡田勢一郎（共立女子大学） 

④企画広報研究分科会 島田貴司（立正大学）・立木加奈子（帝京大学） 

⑤和漢古典籍研究分科会 鶴田香織（大東文化大学） 

⑥L－ラーニング学習支援研究分科会 小田切夕子（麻布大学）・ 

金子和代（早稲田大学） 

    ⑦研修分科会 （専修大学） 

欠席者：【運営委員】 

鈴木直子（明治学院大学） 

 

会議に先立ち、出席者の自己紹介があった。 

 

議事概要：  

 １．2013 年度研究部活動計画（案）及び予算（案）について 

   資料 1-1「2013 年度研究部活動計画（案）」及び、資料 1-2「2013 年度研究部予算（案）」 

   に基づき説明され、了承された。 

 ２．2013 年度研究分科会活動計画（案）について 

   資料 2「2013 年度研究分科会活動計画書」及び、資料 10「2013 年度研究分科会予 

算計画書」に基づき、各研究分科会代表者より説明があり、質疑応答ののち、了承 

された。 

質疑応答は以下のとおり。 

（分類研究分科会）繰越金が多額となっているが使用予定はない。繰越金を返納す 

るよう会計制度を変更してほしい。 

（L-ラーニング学習支援研究分科会）レンタルサーバーを使用しているのは、私立 



大学図書館協会のサーバーではシステム的に現在の使用ができないため。 

（企画広報研究分科会）予算案にある雑収入の前年度代金未納分は、以前作成した 

しおりを販売した代金である。 

なお、分科会の繰越金について、分科会代表者から「担当者の負担軽減」「会員が総 

入れ替えとなる場合もある」との意見がだされ、研究部で次の事項を検討すること 

になった。 

①分科会 1 期（２年）終了時に分科会残金を回収し、会計を１期毎に完結させる。 

②分科会助成金の配分額を再構築する。 

③上記変更にあたっての手続きを確認する。 

 ３．2013 年度研究分科会報告大会について 

   資料 3「2013 年度研究分科会報告大会での発表について」に基づき、説明がされた。 

   午後の休憩時間を５分延長することとし、了承された。 

事務局より会場提供の呼びかけがされた。 

 ４．研究分科会マニュアル 2013 年度版について 

資料 4「研究分科会マニュアル 2013 年度版」が示された。 

研究分科会アンケート調査実施に関する指針の見直しを検討する旨報告され、了承 

された。 

 ５．分科会関連業務分担について 

   資料 5「分科会関連業務の分担について」に基づき説明がされ、了承された。 

 ６．協会ホームページについて 

   資料 6-1「WWW 情報資源提供サービス申請手順」及び、資料 6-2「私立大学図書館 

協会 WWW 情報資源提供サービス利用申請書」が示され、代表者やホームページ担 

当者がかわる場合は提出するよう説明があった。 

私立大学図書館協会ホームページの月例会予定の掲載場所がわかりづらいとの意見 

がだされた。 

また、各分科会のホームページの更新についてお願いした。 

 ７．2013 年度私立大学図書館協会スケジュールについて 

   資料 7「2013 年度私立大学図書館協会スケジュール」に基づき説明され、了承され 

た。 

 ８．2014-2015 年度研究分科会会員更新スケジュールについて 

資料 8「2014-2015 年度研究分科会 会員更新スケジュールについて」に基づき、分 

科会更新担当（東京都市大学）より説明され了承された。 

 ９．運営上の諸問題について 

   事前提出が無かったとの報告があった。 

 10．その他 

   ・研究分科会代表者名簿について 



    資料９「2013 年度研究分科会代表者名簿」について、修正したものを後日メール 

にて配付することとする。 

 

以上、議事を全て終了し、閉会した。 

 


